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・7月からの情報連携開始に伴い、関係部署との調整を行います。
・プロジェクト会議を開催し、マイナンバーカードの独自利用について検討します。
・マイナンバーカードの利用促進を図ります。

・自主防災組織等を対象とした防災啓発を展開するとともに、市が進める「自主避難
の勧め」を啓発し定着を図ります。
・土砂災害警戒区域等対象地域の住民に、防災対策の説明を行います。
・想定最大規模降雨による浸水想定を踏まえた避難行動について啓発を行います。

　今年度、安芸高田市においては、施政方針に掲げているとおり、人口減対策のための各事業に取り
組みます。
　本号では、主要な事務事業について設定された目標等を公表します。なお、11月号では、目標に対
する上半期の進捗状況を報告する予定です。　

平成29年度　安芸高田市 「仕事目標」

総務部

総務課
情報管理室

危機管理課

社会保障・税番号制度
（マイナンバー制度）
利用促進事業

防災啓発普及促進
事業

事務事業名担当部署
事業概要・目標

・子育て支援員研修を開催し、保育補助者 15名の養成を目指します。
・ファミリーサポートセンター提供会員を 10％（7 名）増員し、サービスの充実を図
ります。
・保育料無料化に向けた検討を行います。

・高齢者等の生活実態の把握と安否確認及び生活相談等を行う生活支援員制度につ
いて、市内 32 振興会を中心に行政区等に事業説明を行い、市内全域に制度を構築
します。

福祉保健部

子育て支援課

健康長寿課

24 時間保育の充実
（子育て支援員養成事
業・ファミリーサポート
センター事業・保育料軽
減事業）

生活支援員制度構築
事業

事務事業名担当部署
事業概要・目標

・新たな里山林整備活動をする担い手を増やし、地域毎の活動グループへと組織化を
図るため、木の駅の試験運用を開始します。
・担い手が継続活動できるよう、民間業者と里山林材の取引条件を整理したガイドラ
インを作成し、市民が直接対価を得られる仕組みを構築します。

・道の駅産直市部門の充実に向け、JA広島北部や関係団体と連携し、農産物等の生産・
販売拡大に取り組みます。

・関係機関と連携し、誘致等を行います。
　〈企業誘致 ( 新規・規模拡大 )　1 事業者以上〉〈サテライトオフィス等　1 事業者
以上〉〈起業支援事業　3事業者以上〉

産業振興部

農林水産課

地域営農課

商工観光課

木の駅プロジェクト
(里山林整備活動の
ための啓発活動 )

道の駅整備事業

企業立地推進事業

事務事業名担当部署
事業概要・目標

・根野小学校・甲立小学校の既存施設を統合校舎として使用するために必要な改修を
行います。
・高宮地区小学校統合準備委員会・専門部会を設置し、統合協議を始めます。
・中学校の規模適正化に向け、具体的な配置検討を開始するための保護者アンケート
を実施します。

・広島県「基礎・基本」定着状況調査における通過率 60％以上の児童の割合を
85％以上、生徒の割合を80％以上とします。
・「外国語活動が楽しみ」「もっと英語を勉強したい」と思う小学生の割合を 90％以上
とします。
・中学校３学年の英検３級の取得率を25％以上とします。

・平成 30年 3月末までに、甲立古墳保存活用計画を策定します。

教育総務課
学校統合推進室

学校教育課

生涯学習課

学校規模適正化推進
事業

学力向上推進事業

文化財保護事業

事務事業名担当部署
事業概要・目標

・所有者等に対する訪問調査を継続し、空き家の活用促進並びに利用希望者への空き
家の情報提供を行います。
・「空き家情報バンク制度」を活用し、年間 50件の契約成立を目指します。

・吉田側の橋梁床版・高欄工事、正力側のボックスカルバート工事は、国・県と連携
し事業を推進します。
・トンネルは、速やかに残土処分地を選定し、平成 32年の貫通を目指します。

・道の駅の整備促進のため、国土交通省と事業調整を行い、詳細設計・用地取得・
建物移転に取り組みます。

・受益者負担の適正化と会計の健全化を図るため水道料金と下水道使用料改定に向け
た準備を進めます。
・検討委員会を立ち上げ、協議を重ねたうえで方針決定し、議会へ報告するとともに、
上下水道料金の改定に向けた準備を行います。

建設部

住宅政策課

建設課

上下水道課

空き家関係事業
(空き家活用促進 )

東広島高田道路整備促
進事業

道の駅整備事業

上下水道料金改定事業

事務事業名担当部署
事業概要・目標

・受益者負担の適正化と類似施設の料金の統一化を図るため、公共施設の新料金体系・
減免案について検討し、年度内の条例提案を目指します。
・平成 30年度からの施行を目指します。

・代替交通のルート、ダイヤ、運賃及び運行事業者等を決定します。
・安全安心な通行を確保するため、3月31日までに必要箇所の道路環境の整備を行います。

・道の駅整備に向けて、具体的な設計を行います。
・道の駅の管理主体及びテナント運営者等を選定し、開業に向けた体制整備を図りま
す。

・事業推進の為のノウハウの蓄積を行い、次年度の事業化を目指します。
・テレワーカー 3名を育成します。

・ホームページ上の情報を 9 月までに移住・定住希望者の立場で分かりやすい形にま
とめます。
・移住・定住のターゲット層に、移住・定住情報をはじめとした市の魅力を伝える情
報を確実に伝えるため、情報の集約と仕組みづくりの検討を進めます。

企画振興部

財政課

政策企画課

政策企画課
(特命担当 )

地方創生
推進課

公共施設の使用料等　
の適正化

JR 三江線代替交通　
確保事業

道の駅整備事業

テレワーク実証実験　
事業

移住・定住推進事業

事務事業名担当部署
事業概要・目標

・古紙・アルミ缶・スチール缶・ペットボトル・廃食油の集団資源回収により、芸北
きれいセンターのゴミ処理量を900ｔ減らします。
・資源回収団体数を、現在の148 団体から160 団体へ増やします。

・お見合い活動とイベント等を開催し、結婚成立カップル10組以上を目指します。
・結婚コーディネーターを、現在の15名から20名に増やします。

・男女共同参画だよりを2回以上発行します。
・「男女参画だより」に男女共同参画社会の実現に向け、各場において活躍する方（特
に女性）を紹介し、家庭・職場・地域の意識高揚を図ります。

市民部

環境生活課

人権多文化
共生推進課

ごみ減量化対策事業
（リサイクル
推進補助金）

結婚サポート事業

男女共同参画事業

事務事業名担当部署
事業概要・目標

教育委員会




